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緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
の
お
知
ら
せ

緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
６
月
よ
り
、当
院
４
階
病
棟
が
、緩
和
ケ
ア
病
棟

（
10
床
／
有
料
個
室
５
、無
料
個
室
５
）と
し
て
始
動
し
ま
し
た
。

　
緩
和
ケ
ア
と
は
、が
ん
と
診
断
さ
れ
た

と
き
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。対
象
は
患
者

さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
で
す
。当
病
棟
は
、

完
治
を
目
的
と
し
た
治
療
で
は
な
く
、が

ん
の
経
過
中
に
お
こ
っ
て
く
る
身
体
や
こ

こ
ろ
の
つ
ら
い
症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
の

積
極
的
な
治
療
や
、ケ
ア
を
受
け
て
い
た

だ
く
場
所
で
す
。

　
病
棟
の
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
役

割
は
、病
気
の
経
過
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
く

る
①
身
体
の
問
題（
痛
み
、だ
る
さ
、息
苦

し
さ
な
ど
）②
こ
こ
ろ
や
社
会
的
な
問
題

（
不
安
、つ
ら
さ
経
済
的
な
問
題
な
ど
）に

対
し
、症
状
や
問
題
を
軽
減
し
な
が
ら

「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
」こ
と
を
患
者

さ
ん
・
ご
家
族
と
一
緒
に
考
え
支
援
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　
主
な
設
備
と
し
て
、寝
た
ま
ま
入
浴
で

き
る「
特
殊
浴
槽
」、「
家
族
室
」、「
家
庭

用
キ
ッ
チ
ン
」が
あ
り
、ご
家
庭
に
近
い
雰

囲
気
で
療
養
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、「
出
会
え
た
す
べ
て
の

い
の
ち
に
感
謝
し
ま
す
」「
患
者
さ
ん
、ご

家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
」「
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
」を

胸
に
抱
き
な
が
ら
、患
者
さ
ん
と
ご
家
族

が
直
面
し
て
い
る
問
題
や
思
い
に
一
緒
に

向
い
合
い
分
か
ち
合
う
、チ
ー
ム
医
療
・

ケ
ア
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。更
に
、い
つ
か

は
誰
に
で
も
訪
れ
る
死
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
人
が
望
む
場
所
や
方
法
で
最
期
ま

で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

「
エ
ン
ド
・
オ
ブ・
ラ
イ
フ
ケ
ア
」を
、個
人

や
地
域
と
共
に
考
え
て
い
く
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。地
域
包
括
ケ
ア
を
見
据
え
、

緩
和
ケ
ア
の
質
向
上
を
目
指
し
今
後
も

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
　
医
療
社
会

事
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写真：右／広さ14.89㎡の無料個室。南側の大きな窓の外には白髪岳やあさぎりの町並み、田園風景が広がる。
左上／寝たまま入浴できる特殊浴槽　左下／広さ31.79㎡の有料個室。テーブルセットを設えたゆったりとした空間。
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公立多良木病院企業団からのご報告
KOU SEI

REPORT

介護老人保健施設

シルバーエイト

家
族
と
楽
し
む

運
動
会

介
護
に
役
立
つ

家
族
介
護
教
室

今
年
も
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
に
家
族
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ト
を
ご
利

用
中
の
方
や
ご
家
族
の
方
へ
日
頃
の
介

護
や
体
調
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ

う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
健
康
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
①
腰
痛
予
防

②
体
力
低
下
を
防
ぐ
③
お
口
の
ケ
ア
、

の
３
点
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
早
速
実
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
、
健
康

に
お
過
ご
し
い
た
だ
く
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。

　
６
月
17
日
に
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ト
運
動

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
入
所
の
方
を
対

象
と
し
て
お
り
、
各
種
目
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
参
加
で

き
る
よ
う
競
技
に
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
競
技
参
加
に
真
剣
な
表

情
や
時
に
笑
い
あ
り
ご
家
族
も
応
援
に

き
て
い
た
だ
き
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

い
時
間
を
過
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家族介護教室

運動会

緩
和
ケ
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今
年
４
月
よ
り
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
三
股
と
申
し
ま

す
。勤
務
し
て
数
ヶ
月
経
ち
ま
す
が
、

す
っ
か
り
球
磨
弁
も
聞
き
な
れ
、
温

泉
に
も
癒
さ
れ
て
い
る
日
々
で
す
。

　

さ
て
今
回
は
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
近
で

は
テ
レ
ビ
で
も
健
康
問
題
を
扱
う
番

組
が
多
く
、
耳
に
す
る
こ
と
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
骨
粗
鬆
症
と

は
、「
骨
強
度
の
低
下
に
よ

り
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く

な
る
病
態
」
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
骨
粗
鬆
症
の
患
者

数
は
１
０
０
０
万
人
を
越

え
て
お
り
、
特
に
中
高
年

か
ら
高
齢
の
女
性
に
多
い

の
が
特
徴
で
す
。
骨
粗
鬆
症

に
よ
り
骨
が
脆
く
な
る
と
、

大
腿
骨
の
骨
折
や
腰
の
圧

迫
骨
折
な
ど
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
骨
折
を

起
こ
し
て
し
ま
う
と
入
院
、

手
術
で
の
治
療
が
必
要
と
な
っ
た

り
、
杖
が
必
要
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
健
康
寿
命
の
短
縮
に
も
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
で
き
る
だ
け
長
く
元

気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

骨
粗
鬆
症
の
予
防
が
と
て
も
大
切
で

す
。
地
域
で
行
な
わ
れ
て
い
る
体
操

や
ス
ト
レ
ッ
チ
へ
の
参
加
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
、
カ
ル
シ
ウ
ム

Profile

整形外科医師
三股奈津子
 Mimata Natsuko

骨粗鬆症
　について

【所属学会】
日本整形外科学会
日本骨折治療学会
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を
多
く
含
む
食
事
な
ど
は
骨
を
強
く

し
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
整
形
外
科
も
外
来

に
て
骨
粗
鬆
症
治
療
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
骨
の
強
さ
を
計
る
骨
密
度
検

査
は
外
来
で
簡
単
に
行
な
え
る
検
査

で
、そ
の
数
値
が
低
い
患
者
様
に
は
、

外
来
通
院
で
の
治
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

治
療
法
に
は
、
現
在
様
々
な
内
服

薬
や
注
射
薬
が
あ
り
、
患
者
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に
対
応
で
き
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
整
形
外
科
外
来
で

は
、
怪
我
や
関
節
痛
、
腰
痛
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
午
前
中
の

外
来
と
な
り
ま
す
が
、
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

地
域
の
方
々
の
健
康
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第7回「薬剤部」編
薬剤師　恒松　美樹「病院のお仕事」

今回は｢薬剤部」編。
スタッフの一日についてご紹介します。

使用した薬剤の量の確認
と翌日以降の薬剤の使用
量を予測し、事前発注及び
通常発注を行います。

その後、翌8：30分までは自宅待機。緊急入院や
病棟の患者さんに調剤のオーダーが入ると、連絡
を受けて病院に向かいます。そのため当番の日
は、各自携帯電話を手放せません。

前日業務終了後からの薬剤の変更、追加調整を調剤システムにて確認を行います。当日朝
からの内服開始や、変更などもあるので、優先順位を確認しながら調剤を行います。
なお、作成済み変更については病棟へ連絡を行い、取り寄せて調整をします。

薬を調剤する機械の確認調整及び清掃を行います。

入院患者さんの定期のお薬や、当院横の老健
施設シルバーエイトへ入所されている利用者
さんのお薬も調剤しています。次々と、お薬や
注射の依頼が入ってくるので、調剤システムに
は薬剤師が付きっ切りで即時対応しています。

ICT（感染対策チーム）、NST（栄養療法サポート
チーム）、心臓リハビリチーム等の他職種ラウン
ド（※）へ参加し、チーム医療へ貢献しています。

出勤
点検・清掃

8：00

注射セット
10：00

病棟ラウンド
13：30

業務終了
17：15

昼食
11：00

注射セット
病棟業務

13：00

在庫管理
発注業務

15：30

緊急の
調剤作成

8：30
通常業務

2階、3階、4階の入院患者さんに処方されて
いる、点滴・アンプル（注射筒）や名前シール
を、一人一人個別のケースの中に、処方を確認
しながら準備していきます。

2交代のシフト制で食事をしています。 5階の入院患者さんの注射セットを行い
ます。薬剤管理指導として、入院患者さ
んへお薬の説明や管理方法のアドバイ
スを。知っておかなければならない薬剤
の情報や、特に副作用の注意が必要に
なる場合には説明を行っています。

17:15から18:00までは、交代で1名
当日待機者が延長業務を行います。

※他職種ラウンド…他職種の専門チームによる回診。
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まちむら散歩
地域
情報

Taragi　Asagiri　Yunomae　Mizukami

Go for a
 walk

下町橋の夏風景に寄せて下町橋の夏風景に寄せて

【多良木町】ゑびす夏祭り　8月17日（金）
【人吉球磨】相良三十三観音めぐり秋の一斉開帳　9月20日（木）～26日（水）

しも まち ばし

　

湯
前
町
の
北
に
あ
る
下
城
地
区
、
老
舗
焼
酎

蔵
の
脇
を
流
れ
る
都
川
は
、
夏
は
地
元
の
子
ど
も

た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
。
灼
熱
の
太
陽
を
も
の
と

も
せ
ず
に
、
川
童
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

こ
の
川
に
架
か
っ
て
い
る
の
が
「
下
町
橋
」。
夏

日
に
照
ら
さ
れ
た
木
々
の
緑
に
包
ま
れ
、
美
し
い

弧
を
描
く
全
長
17
ｍ
の
ア
ー
チ
橋
で
す
。
竣
工
は

明
治
三
十
九
年
。
地
元
で
は
権
現
橋
の
通
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
石
橋
を
手
が
け
た
の
は
、一
説
に

よ
る
と
「
種
山
石
工
」
と
呼
ば
れ
た
職
人
衆
の
末

裔
で
、
肥
後
の
国
の
石
橋
文
化
を
支
え
た
匠
た
ち

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
現
在
の
八
代
市
東
陽
町
を
拠
点
に
県

内
は
も
と
よ
り
、
日
本
各
地
に
活
躍
の
場
を
広
げ

な
が
ら
、
独
自
の
技
術
で
数
々
の
石
橋
を
手
が
け

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
山
都
町
の

通
潤
橋
や
美
里
町
の
霊
台
橋
。
通
潤
橋
は
2
年

前
の
熊
本
地
震
や
今
年
5
月
の
豪
雨
に
よ
っ
て
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
現
在
は
修
復
に
向

け
て
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
の
災
い
は
不
条
理
な
も
の
で
、
7
月
に
発
生

し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
も
同
様
。
自
然
の
脅
威
を

目
の
前
に
す
る
と
、
人
は
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
復
興
を
後
押
し
す
る
の
も
ま
た
人
。

か
つ
て
石
工
達
が
測
量
機
器
や
重
機
も
な
い
苛
酷

な
状
況
の
な
か
で
、一つ一つ
石
を
積
み
上
げ
橋
を
つ

く
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
被
災
地
の
復
興
も一
歩
一
歩

進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

川
童
た
ち
の
歓
声
に
負
け
な
い
元
気
な
こ
ど
も

達
の
声
が
、一日
も
早
く
被
災
地
に
戻
っ
て
き
ま
す

よ
う
に
。

『日常生活を快適に過ごせるカラダづく
り』を提供するパーソナルトレーナー村
山直です。今月もアクティブダイナミッ
クにカラダを動かしストレッチ効果もあ
り、家でもできるエクササイズを紹介し
ていきますのでよろしくお願いします。

『疲れないカラダづくり』『日常生
活を快適に過ごせるカラダづくり』
を提供するパーソナルトレーナー
村山直です。

★アクティブに体を動かすムーブメントプレパレーションでホームエクササイズにトライ！

※動画はYouTube から
　｢パーソナルトレーナー直｣ で
　検索して下さい。

背中は反りすぎたり、丸まり過ぎない
ようにしましょう。

頭から脚の軸を意識しましょう。
脚が上がり過ぎたり、下がり過ぎたり
しないようにしましょう。

らくらく

エクササイズ
ホーム

【バックキック】

①両肘をつき、四つ這いになりま
す。

②片脚の足首を曲げ、かかとから
後方へ伸ばして１０秒間キープ
します。

③肩からお尻、かかとのライン
が一直線になるようにしましょ
う。

④体調に合わせて１０回〜２０回
を目安に行っていきましょう。

❶

❷
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　こんにちは、尾方です。
　実は、私の実家は公立病院のすぐ近くで、このあた
りは小さい頃の私の遊び場でした。昔は、建物も少な
く田んぼや雑木林が多かったのですが、少しずつ建物
が増え、道が整備され、公立多良木病院が建ちました。
　以前の公立病院は、現多良木町民体育館の場所に
建っていて、小学校の帰りに寄り道しては、屋上に登っ
て町を眺めたり、冷水機で水を飲んだりして帰ってい
ました。それも今では遠い思い出です。そんな私がこ
こに勤めることになったのも何か運命でしょうか。
　現在、私は人工透析室に勤めていて、透析を受け
られる患者様が、安心・安楽に治療を受けられるよう
にと日々努力しています。
　私が生まれ育ったこの故郷で、一生の仕事に就くこ
とが出来て本当によかったと思っています。
　次回は、２階病棟でがんばっている楢木師長にバト
ンタッチさせていただきます。

恒星リレーエッセー

●�

多
良
木
病
院
合
唱
団
ア
レ
グ
レ est.2008

結
成
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

●�
平
成
30
年
度
第
１
回
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催

●�

合
同
慰
霊
祭
開
催

　

公
立
多
良
木
病
院
の
医
師
や
職
員
を
中
心
に
結

成
し
た
合
唱
グ
ル
ー
プ
「
ア
レ
グ
レ
」
の
10
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

９
月
24
日（
月
）開
場
13
時　

開
演
14
時
～

　
　
　

入
場
無
料

場
所　

多
良
木
町
交
流
館
「
石
倉
」

　
　
　

多
良
木
町
大
字
多
良
木
１
５
４
２
ー
１

出
演
予
定

１
、
多
良
木
病
院
合
唱
団
ア
レ
グ
レ est.2008

２
、
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ

３
、
ピ
ア
ノ
王
子　

他

　

平
成
30
年
６
月
27
日（
水
）あ
さ
ぎ
り
町
の
ポ
ッ
ポ
ー

館
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
第
1
回
目
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
「
も
っ
と
身
近
に
、
公
立
病
院
！
」（
住
民

座
談
会
）
を
開
催
し
、
約
30
名
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し
て
、
大
島
企
業

長
よ
り
病
院
状
況
説
明
、
地
元
出
身
職
員
に
よ
る
業
務

紹
介
、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
座
談
会
を
行
い
、
公
立
病
院

に
期
待
す
る
こ
と
、
退
院
後
の
在
宅
医
療
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
７
月
26
日
（
木
）
多
良
木
町
（
多
目
的
研

修
セ
ン
タ
ー
）、
８
月
23
日
（
木
）
湯
前
町
（
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）、
９
月
27
日
（
木
）
水
上
村
（
岩

野
公
民
館
）
で
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
18
時
30
分
か
ら

20
時
30
分
ま
で
で
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
7
月
19
日
当
院
講
堂
に
て

「
合
同
慰
霊
祭
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
5

月
31
日
ま
で
に
、
病
院
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
「
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ト
」
で
亡
く

な
ら
れ
た
２
４
９
名
の
御
霊
に
対
し
、
御

遺
族
の
方
々
と
共
に
厳
粛
に
追
悼
の
儀

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

人工透析室師長

尾方　雅枝



・地域住民の健康増進
・患者中心の納得診療
・地域に開かれた病院
・へき地医療の充実
・２４時間救急体制
・健全経営

地域中核病院として質の高い包
括的医療を提供することにより、
住民の皆様に信頼される病院を
目指します。

・患者さんは皆平等に安全で最善の医
　療を受ける権利があります。
・患者さんは医療機関を自由に選べる
　権利があります。
・患者さんは受ける医療を自ら決定す
　る権利があります。
・患者さんは自らに関する情報を知る
　権利があります。
・患者さんはプライバシーが護られ個
　人の尊厳が保たれる権利があります。

私たちは看護師としての責任を自覚し、
患者さん中心の看護を提供します。
1. 患者さんの安全・安楽に努め、優しさ
　と思いやりのある看護を提供します。
2. 患者さんとご家族の権利を尊重した
　看護を提供します。
3. 看護の質の向上を目指し、自己研鑽
　に努めます。

球磨郡公立
多良木病院企業団

基　本　理　念

基　本　方　針

患者さんの権利

看　護　理　念

TEL0966-42-2560
公立病院前駅

くま川鉄道

至人吉 至湯前・宮崎
至宮崎・鹿児島

至八代

変電所 県道人吉水上線

広域農道（フルーティーロード）

球　磨　川

国道219号線

●

クラフトパーク石野公園
●

川
辺
川

球磨郡公立
多良木病院

■交通アクセス 車　：人吉インターより22km（約35分）
列車：人吉駅よりくま川鉄道を利用（約35分）
　　　公立病院前駅下車（徒歩5分）
バス：九州産交バスを利用〈公立病院前下車〉

〜〜

〜〜

〜〜
〜〜

人吉駅

人吉IC

九
州
自
動
車
道

■総合健診センター「コスモ」
TEL0966-42-2410

■介護老人保健施設「シルバーエイト」
TEL0966-42-5288

■上球磨地域包括支援センター
TEL0966-42-6006

■居宅介護支援事業所
TEL0966-42-2560（内線810）
■在 宅 医 療 セ ン タ ー
　訪問看護ステーション「たいよう」

TEL0966-42-3301
■病児・病後児保育施設「ホッと館」

TEL0966-42-2828

■診療科受付時間（2018年8月～9月）

診療科 医師 月 火 水 木 金 土
［ 午　前 ／ 8:20～11：00 ］

＊総合診療科の午後（毎週火曜日）の受付時間は13：30～15：00です。
＊漢方内科外来は完全予約制です。
　予約については内科外来（内線108）13：30～17：00まで。
＊歯科・小児科は午後も受付けます。
＊急患は上記受付時間外でも受け付けております。
　詳細は、来院前にお問い合わせ下さい。

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －内科･総合診療科

○ ○ ○常　勤 ○（午後） －漢方内科外来
※完全予約制

非常勤 ○ ○ ○ －循環器科 第２・４

○非常勤 ○ ○ －呼吸器科

○常　勤 ○ ○ －消化器科

非常勤 第１ 第３肝臓病外来

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －外　　科

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －整形外科

非常勤 ○ －脳神経外科

常　勤 ○ ○○ ○ －産婦人科

0966-42-2596 ○常　勤 ○ ○ ○ ○ －小 児 科

非常勤 ○ －泌尿器科

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －眼　　科

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －訪問診療

○非常勤 ○ －皮 膚 科

0966-42-2323 ○常　勤 ○ ○ ○ ○ －歯　　科
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球磨郡公立多良木病院企業団の診療実績等につきましてはホームページにて公表しております。

　7月の記録的豪雨では、河川の氾濫や土砂災害の危
険で携帯電話の防災メールが頻繁に鳴っていましたね。

“ちょっと待って”と思っても自然は待ってくれません。九州北部、中国地
方で多くの方が被害を受けられました。被害に遭われた方には心よりお
見舞い申し上げます。
　8月に入りこれからは、台風の季節。自然災害には十分気をつけ日ごろ
より防災を意識していきたいですね。まだまだ残暑厳しい日々が続いて
いますが、休養と栄養を十分にとり体調管理をきちんと行いこれからに
備えていきましょう。

編集後記


